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ケンブリッジ大学ではBusiness Service Division (BSD)を訪
れ、所長より話をうかがった。BSDは産学の研究協力の促進を目







ケンブリッジには、大学近郊にCambridge Science Park（以下、サイエンスパーク）とSt. John's Innovation
Park（以下、イノベーションパーク）という二つの研究団地がある。ご存じの方も多いと思うが、ケンブリッジ大
学には、Trinity College, King's College, Queens' Collegeなど31のカレッジがあり、学生は学部には関係な
くどこかのカレッジに所属して、指導を受け、分野を越えての交流をするという伝統がある。サイエンスパー
クはTrinity Collegeにより、イノベーションパークはSt. John's Collegeにより、それぞれのカレッジが昔から
所有する土地を開発することにより作られたものである。年に設立され、され。りから所有する土地をるとちを







































































































































































































が必要である。1) 散布モデル（公と民の差は大きい） 2) 浸入モデル
（公と民の境界がはっきりしない） 3) 流動性モデル（公と民の差は残るが移動を通してネットワーク形成） 4)
技術移転モデル（公と民の隣接） 5) Knowledge constituencies model（公と民の多様な提携）
(2) コメンタリー 伊地知寛博（科学技術政策研究所主任研究官）












































3/31 情報分析課長 相馬 融（新所属：科学技術振興事業団）
4/1 総務研究官 下田 隆二（新所属：東京工業大学教授）
4/1 〃 平野 千博（旧所属：岩手県立大学教授）
4/1 情報分析課長 深澤 信之（旧所属：科学技術振興事業団）
○ 主要来訪者一覧
3/18 Dr. Christine Peterson：SRI International科学技術政策プログラムディレクター
○ 講演会・コンファレンス
3/18 「米国NNIの形成プロセスと最新動向」
Dr. Christine Peterson：SRI International科学技術政策プログラムディレクター
3/22 「大学等におけるがん研究の最近の動向」
鶴尾 隆：東京大学分子細胞生物学研究所長
4/11 「地球環境と有機合成」
柴崎 正勝：東京大学大学院薬学系研究科教授
編集後記
「世の中に絶えて桜のなかりせば 春の心はのどけからまし」と詠んだのは在原業平ですが、日本ほど桜
の開花に一喜一憂する国はないような気がします。
今年は桜の開花宣言が最も早い記録を更新した地域も多く、早くからの花見でにぎわったようです。
庶民が盛んに花見に興じ始めたのは、江戸元禄の頃と言われています。普段各種の厳しい束縛の中で
生活している庶民が日常から飛び出して羽をのばし、リフレッシュする絶好の機会であったようですが、これ
10
は今も昔も変わらないようです。
桜の時期は異動の時期でもあり、政策研ニュースの担当も人事往来欄にありますように、本政策研ニュー
スを約２年間担当した相馬情報分析課長が離任し、深澤課長が着任しました。今後の政策研ニュースは深
澤新課長の作る新しい展開となることでしょう。また、３年間編集を担当した筆者(k)も変わります。
どうぞ、本ニュースにも新担当者にもこれまで同様ご支援ご指導をお願い申し上げます。（k）
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会（政策研ニュース担当：情報分析課 news@nistep.go.jp）
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